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「
商

経

學

叢」

を

批

に

送

る
JI! 

西

正

鑑

我
が
学
園
が
大
正
十
四
年
創
立
の
大
阪
専
門
学
校
と
昭
和
十
八
年
設
立
の
大
阪
理
工
科
大
学
と
を
母
体
と
し
新
制
近
畿
大
学

に
蒋
生
し
て
こ
A
に
四
年、

こ
の
間
本
学
部
と
し
て
は
法
学
部
と
共
に
夙
に
法
商
学
会
を
組
織
し、

学
会
雑
誌
と
し
て
は
些
や

か
乍
ら
「
近
畿
大
学
論
設
」
、

更
に
「
法
商
学
部
論
数
」

を
続
刊
し
て
来
た
の
で
あ
る
が、

最
近
附
学
部
の
内
容
充
実
に
伴
ひ

特
に
本
春
大
学
院
の
設
磁
認
可
を
機
会
に、

こ
れ
が
発
展
的
解
消
を
遂
げ、

こ
A
に
各
学
部
毎
に
独
立
し
て
学
会
を
持
つ
こ
と

ヽ
な
り、

商
学
部
は
そ
の
組
成
す
る
専
任
数
員
を
中
核
と
し、

大
学
院»

学
部
の
商
経
学
徒
を
統
合
し
て
近
畿
大
学
廂
経
学
会

な
る
も
の
を
結
成
し、

こ
れ
が
機
関
維
誌
と
し
て
「
商
経
学
叢
」

を
世
に
送
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

学
徒
に
取
つ
て
最
大
の
喜
び
と
誇
b
は
、

自
分
逹
の
学
問
研
究
の
成
染
が
一

っ
―

つ
批
に
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う。

私
は

本
学
会
の
全
会
員
と
共
に、

こ
れ
が
誕
生
を
疫
祝
し
て
己
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。

惟
ふ
に
学
間
の
道
は
苔
び
し
く
瞼
は
し
い
。

そ
れ
に
も
拘
ら
す、

学
徒
は
そ
の
若
さ
と
情
熱
の
故
に、

峻
厳
の
現
実
を
踏
み

越
ぇ
克
服
し
て
、

腿
史
と
蓮
命
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
。

今
ゃ
講
和
発
効
と
共
に
日
本
の
歴
史
の
一
コ
マ
は
動
い
た。

学
徒
に
課
せ
ら
れ
仁
唯
一

の
道
は
腱
理
の
命
す
る
と
ァ
j

ろ
に
従

つ
て
、

迷
へ
る
小
羊
に
も
等
し
い
日
本
國
民
の
進
む
ぺ
き
行
く
手
を
高
く
示
す
こ
と
で
あ
ろ
う。

「
大
学
の
轄
落
」

が
叫
ば
れ
て
い
る
。

何
故
で
あ
ろ
う。

「
学
問
は
自
由
で
あ
る
」

そ
れ
こ
そ
学
徒
に
許
さ
れ
る
唯
一

の
椛
威

で
あ
る
。

然
る
に
今
や
大
学
敬
授
の
或
る
者
は
こ
の
自
由
な
る
ぺ
き
直
理
探
究
の
埒
か
ら、

自
由
の
許
さ
れ
な
い
政
治
行
動
へ

逸
脱
し
、

階
級
戦
絲
に
さ
へ
敢
へ
て
党
つ
て
い
る
。

世
界
は
、

皐
け
て
平
和
を
熱
願
し
乍
ら、

今
や
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘



ら
す
再
軍
備、
戦
争
へ
と
追
ひ
込
ま
れ
て
ゐ
る。
思
想
的
に
は
全
く
混
迷
そ
の
様
に
逹
し、
全
く
底
知
れ
ぬ
無
明
の
長
夜
で
あ

b、

巷
に
聞
く
喧
騒
は
革
命
前
夜
の
感
を
深
う
す
る。

独
立
日
本
の
裸
像
は
見
え
ざ
る
鉄
條
網
に
よ
つ
て
張
り
続
ら
さ
れ
て
い

る。

院
に
祖
國
日
本
を
救
ふ
も
の
は
誰
か
？

·

学
問
探
究
の
熱
情
は
た
ぎ
れ
ど
も
其
理
の
扉
は
堅
く
塞
ざ
し、
物
言
は
う
と
は
し
て
い
な
い°
惟
ふ
に
「
道
は
一
っ
」
で
あ

る。
学
問
理
論
は
「
実
践
を
衷
付
け
る
も
の
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ。
し
か
し
乍
ら
輩
に
実
践
を
裏
付
け
る
と
い
ふ
だ
け
で
は

有
力
な
る
思
想
で
は
あ
り
得
て
も、
箕
の
思
想、
館
の
学
間
と
は
去
ひ
難
い。

賀
の
学
間
理
論
で
あ
り
思
想
で
あ
る
た
め
に
は

実
践
を
「
正
し
く
」
裏
付
け
る
も
の
で
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
と
信
す
る。
そ
れ
で
こ
そ
始
め
て、
そ
の
思
想
や
学
問
理
論
に、

情

熱
と
勇
気
と、
何
物
を
も
燒
苔
猫
さ
す
ん
ば
止
ま
ぬ
「

此
実
の
力
」
が
生
れ
て
来
る
の
で
あ
る。
大
衆
は
納
得
し
て
こ
れ
を
支

持
し
信
奉
し
燎
原
の
火
と
化
し、
箕
に
「

生
活
の
鐙
火」
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

我
々
学
徒
の
生
命
は
「
実
践
を
正
し
く
裏
付
け
る
」
箕
の
思
想、
学
問
理
論
探
究
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る。
而
し

て
私
は、
こ
の
「
生
け
る
」
箕
実
の
道
を
発
見
す
る
唯
一
の
手
掛
り
は
何
よ
b
も
先
づ
「

学
問
の
故
郷
に
帰
へ
る
」
こ
と
で
あ

ら
う
と
思
ふ。
凡
ゆ
る
文
化
の
上
で
そ
の
故
郷
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
や
う
に
経
済
学、
商
学
の
場
合
で
も
そ
の
原
始
性
と
歴
史

性
が
兎
角
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る。

箕
の
学
問
で
あ
り
理
論
で
あ
る
な
ら
ば
人
類
悠
久
五
十
万
年
以
上
の
原
始
時
代
か
ら
近
世
ま

で
の、
そ
の
原
始
性
と
歴
史
性
と
を
振
り
返
つ
て、
今
一
度、
我
々
の
使
命
を
考
へ
直
す
必
要
が
あ
る。
そ
れ
で
こ
そ
自
分
に

対
し
て
も
大
衆
に
対
し
て
も、
深
く
体
内
に
眠
つ
て
い
る
生
活
力
を
強
く
捨
b
起
し、
そ
の
学
問
的
発
見
の
喜
び
が、
ど
の
や

ぅ
r
人
か
ら
人
へ
博
へ
頒
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ぬ
か
を、
初
め
て
訴
へ
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

本
学
会
の
発
足
と
機
関
誌
「
商
経
学
叢
」
の
発
刊
に
当
り、
こ
れ
が
生
長
と
発
展
に
対
し、
只
管、
関
係
各
位
の
御
協
力
を

希
ふ
と
共
に、
本
学
会
が
靭
か
無
明
長
夜
の
證
矩
と
し
て
学
問
の
前
進
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
追
求
と、
國
策
規
定
の
淵
睾
と

な
b、
以
て
祖
國
日
本
の
隆
昌
に
寄
興
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
念
し
て
創
刊
の
辞
に
代
る
次
第
で
あ
る。



.11111i:::::.1111111i:::::11111111i::=:.111111111::=::1111111i:::i111111111=:i1111111i:::11111111.:=:11111111i:::i11111111::::::i11111111i::::i1111111i::::11111111�//lll/11 

商

経

学

会

全

長

川

西

正

鑑

理監

査 事

生
兄
廣
沿

郎（
編）

ク

池
田

実（
会）

由
一
（
会）

ク

岩
城

ク

錦

織

貞

夫

ク

川

四

正

鑑

‘’ 

金
谷

末 精背,. 韮
起 一夫 筑
＾ ＾＾ ＾  

編 網研 佃、-、ノツヽ—

ク

景
山

小
島

クク

浅
香

ク

土

方

成

美

ク

竹陶

中山

靖誠

一郎

評
漑
員

生

島

演
沿

郎

ク

岩 ． 池

城

由

田

ク

実

役

員評
暇
貝

錦

織

貞

夫

クククククククククク// ク.. クク

戸大

西 平．．．． 
正 顆 京

田

JI! 景

田 岡 谷山
・• ..... 

忠京 頂 哲

•
金
‘"

 吉吉永 ， 竹

中

端

雄

策

郎

浅小

香島

末精

起ー

佐
々
木

信

土

方

成

美

陶

山

誠
太

郎 次母鑑夫義勝興造

1111i::::,11111111=:::,11111111i::;:,11111111=:::,11111111e:;:,111111111::::i1111111t:;:111111111r::::,11111111i::::,111111叱;;::111111111c:::r11111111�11111111i:;;:,11111111�

ー
h

昭昭
手II手II

税 発. . . 印 '.. ニニ

売 行 刷
--f·+ 

七七
所 所近 所 年年

畿 印.. 発精 十十
大 刷 行輯 —月一月

悶 近学 近 人 人兼 一廿

全 商 五

据電二束 記 布 畿 学 畿 � : は
替 話

九丁 京 施大部 大
常• 筏!J、生 行刷

ヒ｝
I 

都有 市 内 ← 

座 目廂11 ;Jヽ学
学深 香島島 定

東,....,..__
商

債
京

00十田 若 廣 百
三三三七区斐 江経： 印

煎
七二二 神 ＝ 刷 整 末精 治 拾
o 三二 番 保 .-学 円
番 番番地町閣 —会 局身 起 一 郎 LJ

本
誌
の
騰
讀
傘
費

こ
ヶ
年
分
五
百
田）
は
近
畿
大
学
商
鰹
学
會
へ
申

込
ま
れ
た
い



THE: REVIEW OF COMMERCE 

AND ECONOMICS 
of 

KINKI UNIVERSITY 

Volume 1 Dec. 1952 Number 1 

On the Publication of "The Review of Commerce and Economics" 

P函ident of the Society of Commerce and Economics. 
Dean of the College of Comme�and Ecooomios. 

.................................... Dr. Seikan Kawanishi. 

Articles 

Recolleetioo of World Economics in U.8.S.R. 

........ , .. , ......。,............. ,,. P rof. Dr Ki釘iro lkusf!ima. 

Order of Natural Law in Population Male and Female. 
...... …··· · · ·· ·····........... · · ··Prof. Sueoki Asa/ca. 

Ana lysis of Profit.···.. ···•· ……•••…… ··Prof. Dr. Teiichi Takeda. 

Reco11Btructioo of the Ruhr Heavy Industry. 
••••…··...... ············ ··· ······ Prof. Seiichi Kojima. 

On Trolley-Bus as a means of Municipal Traffic. 
, ....................... ··•······ ···Prof. Shigeyoshi Kanaya. 

Materials 

Role of the International Monetary Agreements in a world 
of Planned Economies ....... , .•. , ....... Prof. Minoru Ikeda. 

THE SOCIETY OF COMMERCE 
AND ECONOMICS 

of 

KINKI UNIVERSITY 
OSAKA JAPAN. 




